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学生アスリートの増加と大学の責任
　1990 年後半より、学校体育の教員を養成す
ることを主な目的とした従来の「体育学部」以
外の非体育系学部に国内トップレベルのスポー
ツ競技者が入学する例が増えている。大学によ
っては非体育系学部においても「スポーツ推薦
枠」での学生を受け入れたり、大学でのスポー
ツ活動へ多額の助成を行う注１などしてスポー
ツ競技者を学生として積極的に受け入れてい
る。日本のスポーツを支えてきた「企業スポー
ツ」が経済不況により衰退する中、国内トップ
レベルの競技者にとって、大学に在籍しながら
競技スポーツを続けることは当然ながら魅力的
な選択肢の１つとなっている。また大学におい
ても、大学全入時代に入り、学生の確保に頭を
悩ませる中、トップアスリートを受け入れるこ
とは体育系大学に限らずとも多くのメリットが
考えられる。学生アスリートの活躍はメディア
からも取り上げられ、大学にとっては「知名度
の向上」「大学イメージの向上」のメリットが
あることに加え、特に地方にとっては地元大学
生の活躍は「地域プライド創成」効果もあり、
大学としても地域に貢献できることになる。ス
ポーツ環境を整えるために多少の経済的負担を
しても十分ペイされるものなのであろう。
　大学での部活動は課外活動であり、「学生の
自主活動」であり大学教育と何ら関係するとこ
ろではない、という意見がある。実際に、部活
動が大学教育の一部であるか否かの議論は先行
研究でも数多く交わされてきた。しかし最近の
研究をみると課外の部活動を「大学の教育活動
の一環」と位置づける見解が定着しているよう
である。筆者の母校、上智大学は部活動は夜８
時までと規制していることから見てもわかるよ
うに学生のスポーツ活動を特別に奨励している
大学ではないが、その課外活動規定には以下の
ような文言が明記されている。「課外活動と正
規の学業とは常に相関関係にあるべきものであ
る。すなわち課外活動があってこそ正規の学業
の重要性をより深く認識することができる」。
　大学がスポーツ推薦枠を設け、積極的にスポ
ーツ競技者を「学生」として迎え入れるのなら
ば、単なる「部活動」とはまた異なる次元の話
になってくる。大学は、学生アスリートのため
にスポーツをする環境を整えるだけでなく、学
生が学業を安心して取り組めるような支援体制
も整える必要があると考える。
　本稿では、学生アスリートを学習面からサポ
ートする大学の取り組みをいくつか紹介したい。
山梨学院大学の取り組み
　山梨学院大学においては、1977 年から「カ
レッジスポーツの振興」を大学の理念に掲げ、
強化クラブを指定しスポーツ活動の支援に力を
入れてきた。ハード面だけでなくソフト面での
支援も積極的に行い、体育系学部を設置してい
ないにも関わらず、国内外での大会でトップの
成績を収めるアスリートを数多く排出し、オリ
ンピックの大会には、23 人の選手と７人の監
督、コーチなどのスタッフを送りだしてき 
た注２。山梨学院大学ではスポーツ競技を行う
施設や指導者の整備だけでなく、学生が部活と
学業の両立をスムーズに行うためのソフト面で
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の支援も積極的に行っている。2003 年度より
Study Support for Athletes（S. S. A.）という
アスリート学生を学習面からサポートする取り
組みが、商学部（当時）でスタートし、2004
年度には「カレッジアスリート研修」（現在は「ア
スリート・キャリア形成」に名称変更）という
科目が新設され、全学の取り組みへと拡大した。
基本的な文章作成能力、キャリアプランの形成
などを指導するクラス形式の「アスリート・キ
ャリア形成」と課外の時間に個別にカウンセリ
ングや学習アドバイスが受けられる S. S. A. に
より効率的な学習支援がアスリート学生に対し
て行われている。また研修を受けた学生アドバ
イザーを活用し、「アスリート・キャリア形成」
の授業を全面的にサポートし、課外に SSA 専
用のルームを設け、学生アスリートがノートの
取り方やレポート作成の方法、試験勉強の仕方
などを個別にアドバイスを受けられる機会を提
供している。
　2010 年 11 月に文部科学省より新設の「スポ
ーツ功労団体賞」の表彰をうけたのは山梨学院
が本気で取り組んできたこれらのハードとソフ
トの総合的な支援体制が評価されたことによる
ものであろう。山梨学院大学が行っているよう
な学生アスリートを対象とした学習支援の取り
組みは実は国内ではきわめて珍しい。
アメリカの大学の事例
　カレッジスポーツの先進国であるアメリカで
はどのような学習支援を学生アスリートに対し
て行っているのだろうか。この夏アメリカに渡
り４つの大学でヒアリング調査を行ってきた。
　まず日本とアメリカの大学の大きな相違点は
ア メ リ カ に は National Collegiate Athletic 
Association（全米大学体育協会 : 略称 NCAA）
という大学の枠をこえた組織があるということ
だ。
　米国においても学生アスリートの学業とスポ
ーツの両立に関する問題は 1970 年代より議論
されはじめ、Whitner and Myers （1986）らに
より、カレッジスポーツにおける課題点や学生
支援の難しさが指摘されており、その後、
Whitner（1988）は、学生アスリートのスタデ
ィスキルの評価方法、大学の学習支援のありか
たなどを具体的に提示した。また、当時人気だ
った大学のフットボール部の選手のマナーの悪
さや危険プレーによりケガ人が続出したことが
問題になり、ルーズベルト大統領は 1906 年に
主要な大学の学長を呼び出し、大学でのフット
ボール大会の中止を忠告した。この時に召集さ
れた学長のグループが、後に NCAA という組
織をつくり現在に至るまで、大学の枠を超えた
一元的なルールを規定し、アメリカのカレッジ
スポーツを統括している。NCAA では大学側
のリクルート活動に関する規定やスポーツ奨学
金の配分、週当たりの学業と練習の時間数、指
導者の男女比率、学生アスリートの男女比率等、
詳細にわたって規定が設けられている。また、
NCAA は 1983 年 に Academic Progress Rate
（APR）という評価システムを導入し、学生の
学業成績に関する規定を追加した。学生アスリ
ートが学業不振の場合、その程度により選手登
録抹消、大会出場停止、練習時間の削減、スカ
ラシップの減額、公表などの措置が下される。
　 ま た、 米 国 で は National Association of 
Academic Advisors for Athletes という大学ア
スリートを対象としたアドバイザースタッフの
組織があり、日常的に情報交換、研修会、学業
面で優秀なアスリートや大学の表彰なども行わ
れている。
　訪問した全ての大学に共通していたことはア
スリート学生を対象とした学習支援専門の部署
を学内に設置されていることだ。Academic 
Services for Student-Athletes などと呼ばれる
部署には複数の専任スタッフが常勤しており学
生アスリートに対して、履修アドバイス、学習
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スキル、タイムマネジメント、アルコールや薬
物の危険性、キャリアプラン、NCAA のルー
ルや学則などについて幅広くアドバイスしてい
る。本稿では Temple University と University 
of Central Florida の２つの大学の事例を紹介
したい。
〈Temple University の事例〉
　Temple University（フィラデルフィア、ペ
ンシルバニア州）は NCAA の Division１に所
属するアメフト、バスケ（男・女）、陸上（男・
女）、バレー（男・女）など 24 のクラブと 550
人の学生アスリート（35,599 人の履修登録学生）
を 抱 え る。Student Athlete Advising & 
Support Center（SAASC）という学生アスリ
ート専門の学生支援の部署があり、Director、
秘書、そして８人の常勤のアカデミックアドバ
イザーと８人の院生スタッフが働いている。
SAASC は Athletic Department とは独立した
部署で大学 Writing Center や大学事務局など
と連携をとりながら学生アスリートのサポート
を行っている。この SAAC は次の５つのミッ
ションを掲げている。学習支援をメインにしな
がら学生アスリートに関する幅広い支援を行っ
ている。
１．「学生アスリートを卒業させること」
２．「NCAA、連盟、大学のルールの厳守と不
正行為をさせないこと」
３．「学生アスリートが個人のもつ能力を開花
させるための努力をサポートし、個々の困難
を乗り越えられるよう支援すること」
４．「学生アスリートに社会的、人間的、学業
的なマナーを身につけるサポートをすること」
５．「学生アスリートが社会にでて活躍する人
材になるよう準備をさせること」
　全ての１年生と転入生、そして学業成績がお
も わ し く な い 上 級 生（GPA が 2.5 以 下 ） は
Study Hall と呼ばれるものに参加しなくてはな
らない。学生は週に６時間（１回最低２時間の
コマ）をこの Study Hall で指定された場所で
学習活動をしなくてはならならず、入室退室の
時間は学生 ID のスキャニングでしっかり管理
されている。各クラブのコーチが SAASC の
Director に申し出ることによりこの強制勉強時
間は増やすこともできる。この Study Hall は
平日の場合、夜の 10 時まで利用できる。
〈University of Central Florida の事例〉
　また、University of Central Florida（オー
ランド、フロリダ州）では Academic Services 
for Student-Athletes という部署で 16 クラブ、
400 人の学生アスリートの学習支援を行ってい
る。ここでは７人のアドバイザーとカウンセリ
ングスタッフが常勤で働いており、８人の大学
院生がアシスタント・メンターとして働いてい
る。この部署では履修アドバイス、学習アドバ
イス、チューターサービスを行っている。
UCF では過去５年間において先にあげた APR
の数値を 14 ポイントもアップさせ、全クラブ
の平均 GPA は 3.0 以上を維持し、所属する
Conference USA からは多くの学生アスリート
が成績優秀者としての表彰を受けている。また、
卒業後に研究者として活躍している元学生アス
リートも多い。ここのスタッフのほとんどは
National Association of Academic Advisors 
for Athletics （N4A）の研修プログラムを受け
ており定期的なカンファレンスや研修会に参加
しており、質の高い学習支援を行っている。
Director の Mark Gumble 氏に「この大学が成
功している一番の理由は何か」と質問すると、
大学のトップの理解と後押しがしっかりあるこ
と、そして「Money だ」という返事が帰って
きた。この大学では各クラブごとの学生の
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GPA 平均値を常に公表し（これは他の大学で
も行っている）、部の学生の平均値が 0.5 上が
ればボーナスを支給、大幅に下がれば監督の給
料減額というシステムを導入し、クラブの指導
者に学業面での責任を持たせたのだという。こ
のシステムを導入して以来、監督コーチは学生
の成績により注意を払うようになり、学習支援
プログラムへ学生を参加させることにも積極的
になり、学習支援スタッフと監督間の連絡・協
力もスムーズになり、結果、かなりの成績アッ
プにつながったのだという。
　ネット上にも公開されている 70 ページにも
及ぶ学生アスリートのためのハンドブックには
NCAA の規定やスポーツ選手としての栄養の
とり方、ドラッグについてのガイド、大学の学
習環境設備について、生活全般へのアドバイス、
学生としてのマナー、奨学金・学生ファンドな
どの情報、トレーニングルームの利用規定、ア
スレティックトレーナーの利用について、キャ
リアプランの立て方、など広範囲にわたってき
め細やかに示されている。
（本稿は、平成 21-22 年度の科研費「若手研究
スタートアップ」の受給を受けて「非体育系大
学における学生アスリートの学習支援体制』に
ついての研究調査の一部を報告するものであ
る。）
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注１　立教大学は 2008 年度から「アスリート選抜
入試」を導入し、これに並行して学内奨励金制
度（２年で総額１億円）を設けて体育会を助成
し「体育会活動の活性化をめざす」と大学 HP
上で発表している。（2007.7.4 アクセス時）
注２　1992 年のバルセロナ大会から夏、冬連続 10
大会に 23 人の選手（延べ人数 31 人）と７人の
指導スタッフ（延べ人数15人）を送り出している。
